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第2回物流シンポジウム
～コンテナターミナルにおける陸海の結節の効率化～
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＜略歴＞
・1995年 山九株式会社入社。海外進出企業の設備投資案件及び輸配送・据付に従事。
・大連、広州、香港計18年の海外駐在では、自動車部品物流、日雑品物流（常温・冷蔵・冷凍の

3温度帯）を担当し、トラック・鉄道・内航船輸送での中国全土の輸送に取組む。
・2019年 山九東源国際（香港）有限公司 社長
・2023年 現職（山九株式会社 国際フォワーディング部 部長

JIFFA 国際交流委員会 委員長
FIATA（International Federation of Freight Forwarders Association）との

     交流や海外物流事情調査（ベトナム、インド、バングラディッシュ）を担当する。

和田 武
一般社団法人国際フレイトフォワーダーズ協会（JIFFA）国際交流委員会委員長
山九株式会社 国際港運事業部 国際フォワーディング部 部長
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一般社団法人国際フレイトフォワーダーズ協会（JIFFA）
・外航海運事業者を利用して国際複合一貫輸送を行うフレイトフォワーダーの業界団体。

（1981年10月に任意団体として発足、1985年10月社団法人化、2012年4月公益法人改革により現在の一般社団法人へ移行）

・会員数 正会員社560 賛助会員25社・団体 合計585社・団体 （2026年7月1日現在）
・主な事業 教育/研修、調査研究、統計整備、MT BL等運送書類の書式・約款等の制定/販売、

国・公共団体・国際機関等との連絡/協議/調整 等
・会員企業の国内港湾における取扱量（輸出入合計）

2022年度～2024年度で約1.2億トン/年（全国港湾外貿コンテナ取扱量の3～4割程度）
ーフレイトフォワーダーの作業責任範囲ー

現
状

☞ ﾌｫﾜｰﾀﾞｰは工程管理・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚｽﾎﾟﾝｽに向けシステム投資拡大

港混雑起因
周辺渋滞

日本 海外

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
車両不足

ｽｹｼﾞｭｰﾙ不安定

・統一の港湾ｼｽﾃﾑ
・荷役自動化とｵﾌﾄﾞｯｸの活用
・輸出入のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化促進

課
題

・港渋滞回避によるﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの確保
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化推進による物流共通
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの実現

※海外では港湾作業の自動化やﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの共有が進む

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾃﾞｰﾀー連携不足
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創業 ：大正7年（1918）10月1日
資本金 ：286億19百万円
事業所 ：国内支店38、国内関係会社49、海外現地法人38、駐在員事務所1
従業員 ：29,324名[単体12,452名]（2026年3月現在）
売上高 ：6,315億73百万円[単体4,405億04百万円]（2026年3月現在）

物流×機工による“産業のトータルサポート”
「つくる」と「はこぶ」が生み出す無限のループ
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外航海運を利用して国際複合一貫輸送を行っているフォワーダーにとって、港湾は海陸の輸送結節点として、
物理的に極めて重要なエリアであると共に、通関、検疫、保税措置などの対応の場ともなり、ハード・ソフト
両面においてその効率的な運用が業務遂行上決定的に重要です。
近年、ドレージドライバー不足、勤務時間管理の強化などにより、フォワーダーにとってドレージの安定的

な確保が困難となっています。その一因となっているのが、コンテナーターミナル及びその周辺道路による混
雑及び長時間の待機時間です。その解消策の一つとして、今回の提言では「降ろし取り」の普及展開が挙げら
れていますが、これが実現すればこれらの課題の改善に一定の効果があるのではないかと期待しています。
只、これを実現する上で、難しいのは「マッチング」であると考えられます。個別のフォワーダーからする

と、「降ろし取り」を実施できる場合は、同じコンテナヤードで、実入り・空に関わらず搬入コンテナと搬出
コンテナ（必ずしも同一荷主様である必要はない）が同じタイミングで存在する場合であり、フォワーダー単
独では可能な機会が限られると考えられます。より効率的に展開されるためには、ターミナル側で搬出入され
るコンテナ情報を把握され、それを実輸送されるドレージ業者側と共有されることが必要であると考えます。
また、環境負荷軽減は、国際複合輸送を行う上で特に荷主様からの要望が多い点であり、その実現がフォ

ワーダーにとって顧客獲得の手段の一つにもなっています。「降ろし取り」などによるトラックの走行量の削
減は環境負荷軽減に直結することでもあり、その観点からも推進されることが望まれます。

１．「降ろし取り」によるコンテナターミナルの効率化について
提言内容について、それぞれの立場からみた効果や実現に向けた課題は何ですか？
また、提言以外にも改善すべき点などはないでしょうか？
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「降ろし取り」がより効率的に展開されるためには、提言にもあるように、ターミナル側で搬出入されるコン
テナ情報を把握され、それを実輸送されるドレージ事業者側で共有されることが必要であると考えられます。
CONPASを活用したゲート処理や予約システムついては、実証実験などで混雑緩和についての有効性が示されて
いると聞いているので、CONPASの活用を拡大すると共に、この際にもたらされる搬入・搬出コンテナの予定を
確認し、事前にコンテナの配置などの準備が行えれば、さらに効率的になるのではないでしょうか。
只、先日JIFFAでサイバーポートの普及促進に関わるセミナーを実施し、その後JIFFA内のフォワーディング委

員会で導入に関する感触を訊いたら、現時点では各社ともあまり積極的ではなかったと聞いています。
現状、各社は各社ごとの情報システムを有しているところが多く、NACCSとのやり取りを含むフォワーディ

ング業務システムとしてはそれで十分に機能しており、あえてサイバーポートのシステムを導入する動機が弱
い、という感触であったとのことです。ただし、予約システムの導入、拡大については、おおむね積極的な評
価であったとのことです。
なお、一部のターミナル業者では、受付をサイバーポート経由に限定しており、そのようなターミナル業者

が増加していくとサイバーポートを導入せざる得なくなり普及が進むのではないかとの意見があったとのこと
です。

２．陸海の情報連携と提言に記載したCONPASの活用について
・提言２では、搬出入情報データを共有・活用できる仕組みを整備し「降ろし取り」の実施率向上につなげ

るため、CONPAS（サイバーポート）の機能を改善し、陸海機能連携の基盤としていかに活用すべきか？当言う
点について意見を伺いたいと思います。
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「日本の港湾の未来のために最優先すべきは、『陸と海の情報の分断を解消する』ことです。現場にいると痛
感しますが、ターミナル、トラック、私たちフォワーダーの間でデータが分断されています。結果として、調
整はすべて個別の交渉頼み。これでは非効率ですし、せっかくの『降ろし取り』のチャンスも、情報がバラバ
ラなせいで見逃されてしまっています。では、どうすればいいか。単なる意見交換の場ではなく、港湾管理者
がリーダーシップをとり、全ての関係者が同じ土俵に立つ『データ駆動型の改善エコシステム』を構築すべき
です。全員で同じKPIを共有し、客観的なデータを見てPDCAを回す。これを当たり前の運用文化にする必要があ
るのです。今、大井ふ頭の再編が議論されています。これは単に岸壁や施設を造り直すだけの話ではありませ
ん。個社最適の枠を超え、港湾全体を『データ循環型の物流ハブ』に生まれ変わらせる絶好のチャンスです。
私たちフォワーダーは、荷主の複雑なニーズと現場の実務を誰よりも知る『結節点』です。だからこそ、現場
の知見をデジタル基盤に落とし込み、この変革を力強く牽引したいと考えています。『降ろし取り』を単なる
一施策で終わらせず、国際競争力を維持するための『日本の港湾の標準』となるべく、フォワーダーである
我々業界も積極的に参画していきたいとおもいます。

３．日本の港湾の将来像と再編の戦略的活用について
提言３物理的制約及び安全性に関する課題を整理し、実行可能な対策を段階的に講ずる。また、提言４では

東京港大井ふ頭債権をきっかけに降ろし取りの導入及び実施効率向上を戦略的に検討・実践することが望まれ
ています。今回降ろし取りをきっかけに関係者の連携が十分でないという日本の港湾の問題が浮かび上がって
きたと思います。今後日本の将来に向けてどのような問題を優先的に解決していくべきか？またどのような調
整の場が必要かそれぞれの立場からご意見を伺いたい。
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